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春
の
交
通
安
全
運
動
4
月
6
日
～
1
5
日

「
思
い
や
り
　
人
に
車
に
　
こ
の
街
に

」今回の
運
動
の
重
点
は
次
の
4
点
で
す
。

①
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

②
若
者
に
よ
る
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

③
自
転
車
の
安
全
利
用
の
促
進

④
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
お
よ
び
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
の
徹
底

自
分
の
安
全
を
「
他
人
ま
か

せ
」に
し
て
い
ま
せ
ん
か

多
く
の
交
通
事
故
は
、
お
互
い
の

不
注
意
や
無
理
な
行
動
に
よ
っ
て
起

こ
り
ま
す
。
「
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
」

「
車
が
止
ま
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
」

と
い
っ
た
気
持
ち
の
ゆ
る
み
や
過
信

か
ら
起
き
た
事
故
が
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
交
通
事
故
を
少
し
で
も
減
ら

す
に
は
、
決
し
て
「
他
人
ま
か
せ
」

に
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が

相
手
の
立
場
や
行
動
を
理
解
し
、
日

ご
ろ
か
ら
交
通
安
全
に
つ
い
て
考

え
、
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

交
通
死
亡
事
故

都
内
ワ
ー
ス
ト
2
位

1
2
年
中
に
区
内
で
起
き
た
交
通
事

故
は
昭
和
4
0
年
以
降
初
め
て
、
発
生

件
数
が
4
千
件
を
、
負
傷
者
数
が
5

千
件
を
上
回
る
大
幅
な
増
加
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
死
者
数
も
前
年

よ
り
7
人
も
増
加
し
、
2
3
区
中
ワ
ー

ス
ト
2
位
で
し
た
。
死
亡
事
故
の
特

徴
と
し
て
5
0
歳
代
と
高
齢
者
の
方
が

多
く
、
午
後
2
時
～
4
時
・
午
後
8

時
～
1
0
時
の
時
間
帯
に
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
死
亡
事
故
の
多

く
は
歩
行
中
に
発
生
し
、
次
い
で
二

輪
車
乗
車
中
と
な
り
、
合
わ
せ
て
全

体
の
7
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

交
通
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
を

守
り
ま
し
ょ
う

「
自
転
車
に
乗
る
人
の
マ
ナ
ー
が

低
下
し
て
い
ま
す
。
自
動
車
を
運
転

中
、無
灯
火
自
転
車
が
飛
び
出
し
て
、

も
う
少
し
で
事
故
に
な
る
と
こ
ろ
で

し
た
」
と
区
民
の
方
か
ら
手
紙
が

あ
り
ま
し
た
。
道
路
は
自
分
一
人
で

利
用
し
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
歩
行
者
・
自
転
車
・
二
輪
車
・

自
動
車
な
ど
や
、
様
々
な
方
、
年
齢

層
の
人
た
ち
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

自
分
を
守
る
た
め
に
は
も
ち
ろ
ん
、

自
分
以
外
の
人
の
た
め
に
も
交
通
ル

ー
ル
ーマ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

あ
せ
る
心
は
事
故
の
も
と
次
の
点
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
!

歩
行
中
の
事
故
の
大
半
は

道
路
を
横
断
中
に
発
生

▽
急
い
で
い
る
と
き
も
、
必
ず
近
く

の
横
断
歩
道
を
渡
り
ま
し
ょ
う
。

▽
青
信
号
で
渡
る
と
き
も
、
左
右
の

安
全
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
は
車
の
仲
間
で
す

▽
交
差
点
や
路
地
か
ら
大
通
り
に
出

る
と
き
は
一
度
止
ま
っ
て
、
左
右
の

安
全
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

▽
二
人
乗
り
や
並
ん
で
走
行
す
る
の

は
や
め
ま
し
ょ
う
。

▽
歩
道
を
走
行
す
る
と
き
は
車
道
側

部
分
を
徐
行
し
、
歩
行
者
の
通
行
の

妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
よ

二
輪
車
・
自
動
車
は
無
理
を

せ
ず
、
ゆ
と
り
あ
る
運
転
を

▽
自
動
車
に
乗
る
と
き
は
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
を
正
し
く
着
用
し
、
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
は
子
ど
も
の
体
格
に
あ
っ

た
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

▽
カ
ー
プ
の
手
前
で
は
減
速
し
、
ス

ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ
は
や
め
ま
し
よ

夕
方
の
外
出
は
特
に
注
意
!

▽
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
よ
く
見
え
る
よ

う
に
、
明
る
い
色
の
服
装
や
反
射
材

用
品
を
身
に
つ
け
、
目
立
つ
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

▽
自
転
車
は
必
ず
ラ
イ
ト
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

ベ
ビ
ー
シ
ー
ト
を

無
料
で
貸
し
出
し
ま
す

貸
し
出
し
機
種
=
体
重
1
0
㎏
未

満
か
つ
身
長
7
5
m
以
下
(
新
生

児
～
生
後
1
9
一
ヵ
月
)
用
の
ベ
ビ

ー
シ
ー
ト

貸
出
期
間
=
6
ヵ
月
間
(
延
長

は
あ
り
ま
せ
ん
)

◎
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
く
わ

し
く
は
住
所
地
の
各
警
察
署
交

通
総
務
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
先
=
千
住
・
西
新
井
・
綾
瀬
・

竹
の
塚
警
察
署
(
表
2
)

問
先
=
交
通
安
全
係

(
3
8
8
0
)
5
9
1
2

( 写真提供: 西新井警察署)

表1　区内の事故発生状況

表2　交通安全運動の主な行事

正しく守りましょう

区
長
一
日
相
談
室

区
長
が
直
接
区
民
の
皆
さ
ん

の
相
談
に
応
じ
ま
す

区
民
の
皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
困
っ
て

い
る
こ
と
や
不
安
に
感
じ
て
い
る
こ

と
な
ど
に
つ
い
て
、区
長
が
お
伺
い

し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

日
時
=
4
月
H
日
Ⅲ
、午
後
1
時
～

3
時
場
所
=
区
役
所
1
階
ロ
ビ
ー

特
設
コ
ー
ナ
ー
対
象
―
区
民
相

談
時
間
―
一
人
1
5
分
相
談
内
容
=

日
常
生
活
で
の
悩
み
ご
と
な
ど
申

込
=
3
月
2
6
日
か
ら
電
話
(
先
着
順
)

申
・
問
先
U
広
聴
相
談
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

今 号の主な内容

2
・
3
面
▽
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
/
献

血
/
あ
な
た
の
相
談
室

4
・
5
面
▽
第
2
9回
世
論
調
査
/
公
共
交
通
の
繋
備
/
教

育
委
員
会
児
童
生
徒
褒
賞

6
・
7
面
▽
催
し
物
ガ
イ
ド
/
く
ら
し
の
情
報
/
繦
示
板
/

ひ
ろ
ぱ

8
面
▽
▽
▽
再
生
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
/
あ
だ
ち

カ
レ
ン
ダ
ー

区長へのファクス

FAX 3880- 5678
「区民の声」を

お待ちしています

世 帯 と 人 口
( 13年3 月1 日 現在　外国人含む) 世帯数: 279, 824　人口: 638, 302人　( 男: 322, 721人、女315, 581人)
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保
健
福
祉
ガ
イ
ド

(
老
)
(
福
)
医
療
証
を

お
持
ち
の
方
へ

(
老
)
医
療
、
(
福
)
医
療
助
成
の
受
給
者

の
住
所
や
健
康
保
険
が
変
わ
っ
た
と

き
は
1
4
日
以
内
に
届
け
出
が
必
要
で

す
。持
参
す
る
も
の
=
▽
区
内
で

住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
・
:
受
給
者

証
、健
康
保
険
証
、印
鑑
▽
健
康

保
険
が
変
わ
っ
た
と
き
…
受
給
者

証
、新
し
い
健
康
保
険
証
、印
鑑

届
出
先
=
高
齢
医
療
係
ま
た
は
福
祉

事
務
所
(
表
―
)
※
⑩
医
療
の
受

給
者
は
区
民
事
務
所
で
も
受
け
付
け

し
て
い
ま
す
受
給
者
証
を
区
役
所

に
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
=

健
康
保
険
の
資
格
が
な
く
な
っ
た
と

き
/
他
の
区
市
町
村
へ
転
出
す
る
と

き
/
(
福
)
医
療
の
受
給
者
で
。社
会
保

険
の
本
人
と
な
っ
た
と
き
や
生
活
保

護
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き

返
す
場
所
=
高
齢
医
療
係
ま
た
は
福

祉
事
務
所
(
表
―
)
や
区
民
事
務
所

問
先
=
高
齢
医
療
係

身
体
障
害
者

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の
送
付

1
3年
度
の
「
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
」

を
、
4
月
上
旬
に
対
象
者
宅
へ
郵
便

で
お
送
り
し
ま
す
。

対
象
n
身
体

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
下
肢

・
体
幹
・
平
衡
機
能
障
害
一
級
～
三

級
、
視
覚
障
害
一
級
、内
部
障
害
一

級
の
方

□
自
動
車
燃
料
費
へ
の
切
り
替
え

タ
ク
シ
ー
券
を
使
用
し
な
い
で
、

変
更
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
く

わ
し
く
は
、
案
内
書
を
同
封
し
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
と
自
動
車
燃
料

費
の
助
成
は
ど
ち
ら
か
一
つ
の
選
択

に
な
り
ま
す

問
先
=
障
害
給
付
係
ま
た
は
各
福
祉

事
務
所
(
表
―
)

表1　 福祉事務所一覧

在宅介護支援センター
4 月 の 家 族 介 護 者 教 室

4 月 の障害 別福 祉相談

▽
2
・
3
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の
は

区
役
所
代
表
へ

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

▽
定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
3
月
2
6
日
か
ら
受
け
付
け

凡例

申
込
…
申
し
込
み
方
法

期
限
・
:申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

保
育
の
ご
案
内

保
育
園
の
ほ
か
に
も
次
の
よ
う
な

乳
幼
児
の
保
育
を
し
て
い
ま
す
。

□
保
育
マ
マ
(
家
庭
福
祉
員
)

区
に
登
録
さ
れ
て
い
る
保
育
マ
マ

の
自
宅
で
、3
歳
未
満
の
お
子
さ
ん

を
保
育
し
ま
す

。

□
保
育
室

小
規
模
の
保
育
所
で
、
主
に
3
歳

未
満
の
お
子
さ
ん
を
保
育
し
ま
す
。

□
緊
急
一
時
保
育

保
護
者
が
出
産
・
病
気
な
ど
で
保

育
が
困
難
な
と
き
、
就
学
前
の
お
子

さ
ん
を
緊
急
一
時
保
護
者
の
自
宅
ま

た
は
一
部
の
保
育
室
で
一
時
的
に
保

育
し
ま
す
(
保
護
者
が
就
業
す
る
た

め
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
)
。

□
休
日
保
育

保
護
者
の
就
労
な
ど
に
よ
り
、
日

曜
・
祝
日
・
年
末
(
1
2月
2
9・
3
0日
)

に
保
育
を
必
要
と
す
る
満
―
歳
か
ら

就
学
前
ま
で
の
お
子
さ
ん
を
、
一
部

の
保
育
室
で
お
預
か
り
し
ま
す
。

□
病
後
児
保
育

満
1
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
の
お
子

さ
ん
が
、
病
気
の
回
復
期
に
あ
る
か

発
熱
な
ど
軽
い
病
気
の
と
き
に
、
保

護
者
が
勤
務
・
病
気
な
ど
の
理
由
で

保
育
が
困
難
な
場
合
に
、
区
が
委
託

し
た
施
設
で
お
預
か
り
し
ま
す
。

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
先
=
保
育
振
興
係

理
学
療
法
士
等

修
学
資
金
の
貸
付

養
成
施
設
を
卒
業
後
、区
内
で
理

学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
・
介
護
福

祉
士
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
に
従

事
し
よ
う
と
す
る
意
思
を
持
つ
方

に
、修
学
資
金
を
無
利
子
で
貸
し
付

け
ま
す
。卒
業
後
、3
年
以
上
区
内

の
福
祉
施
設
ま
た
は
医
療
施
設
に
従

事
し
た
場
合
、償
還
を
免
除
し
ま
す
。

限
度
額
=
年
3
6
万
円
定
員
=
2
人

申
込
=
所
定
の
申
込
用
紙
を
持
参
ま

た
は
郵
送
期
限
=
4
月
1
8
日
必
着

申
・
問
先
―
高
齢
計
画
課
計
画
推
進

係

〒
1
2
0
・
8
5
1
0

中
央
本
町
I

ム
n
1
1

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス

フ
ォ
ー
ラ
ム

日
時
=
3
月
3
1
日
出
、午
後
1
時
3
0

分
～
4
時
場
所
―
綾
瀬
プ
ル
ミ
ェ

内
容
=
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「高
齢
者
の
共
に
生
き
る
住
ま
い
方
」

小
谷
部
育
子
氏
(
日
本
女
子
大
学
家

政
部
住
居
学
科
教
授
)
ほ
か
/
高
齢

期
の
住
ま
い
方
ア
ン
ケ
ー
ト
報
告

(
社
団
法
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
協
会
)
費
用
―
無
料
申

込
―
当
日
直
接
会
場
へ
問
先
=
高

齢
計
画
課
高
齢
計
画

看
護
婦
(
士
)
(

非
常
勤
職
員
)
募
集

雇
用
期
間
=
4
月
9
日
～
1
4
年
3
月

2
2
日
(
以
降
更
新
あ
り
)
勤
務
場

所
9
東
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

対
象
=
看
護
婦
(
士
)
お
よ
び
准
看

護
婦
(
士
)
勤
務
条
件
―
週
3
日
、

午
前
9
時
3
0
分
～
午
後
3
時
3
0
分
　

報
酬
=
日
額
1
万
沺
円
定
員
―
若

干
名
申
込
―
自
筆
履
歴
書
(
写
真

添
付
)
を
郵
送
ま
た
は
持
参
選
考

―
書
類
審
査
の
ヽ
?
兄
面
接
期
限
=

4
月
4
日
必
着
申
・
問
先
=
東
部

障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
事
業
係

〒
1
2
1・0
0
5
7

神
明
2
1
6
-
1
8
　
　
　

　
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

精
神
保
健
指
導
員
(

非
常
勤
職
員
)
募
集

採
用
予
定
=
1
3
年
4
月
以
降
勤
務

場
所
=
江
北
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
　

対
象
=
大
学
で
福
祉
ま
た
は
心
理
課

程
を
卒
業
し
、
梢
神
保
健
福
祉
に
理

解
の
あ
る
4
0
歳
以
下
の
方
内
容
―

精
神
保
健
福
祉
業
務
動
務
条
件
=

週
4
日
定
員
1
1
人
申
込
U
履

歴
書
を
郵
送
。
後
日
面
接
あ
り
期

限
=
3
月
3
0
日
必
着
申
・
問
先
=

江
北
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
3・0
8
4
5

西
新
井
本
町
2
-
3
0
-
4
0
　
　
　

　
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

幼児指導係が移転します
現在、梅島通所訓練施設内にある「幼
児指導係」は、( 仮称) 中央障害センタ

ー建設に伴い、13～14年度の2年間の
予 定で、仮移転し ます。駐 車場が狭い
ため、ご来場には、公 共交通機関をご
利用ください。 移転先= 青#3 ―16- 6(

図1) 問先= 幼児指導係

3849- 1379
※ 電話番号は変 わりませ ん

図1　 幼児指導係移転場所

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
　
4
月
の
予
定

□ 訂正とおわび あだち広報エクスプレス3月1日号「読者のページ」投稿者の2人目は山口絹江さん、3人目は戸田栄枝さんの誤りでした。訂正しておわびし

ます。<広報課>
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高
脂
血
症
予
防
教
室
(
2
日
制
)

～
脳
卒
中
、心
臓
病
を

予
防
す
る
た
め
に
～

日
時
=
4
月
1
6
日
即
・
2
3
日
丱
、い

ず
れ
も
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分

対
象
=
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、中
性
脂

肪
が
気
に
な
る
方
内
容
―
高
脂
血

症
に
つ
い
て
ノ
y
高
脂
血
症
を
改
善
す

る
た
め
の
食
事
・
運
動
定
員
=
4
0

人
(
先
着
順
)
費
用
―
無
料
※

健
診
結
果
を
お
持
ち
の
方
は
、当
日

お
持
ち
く
だ
さ
い
申
込
u
電
話

場
・
申
・
問
先
=
中
央
本
町
保
健
総

合
セ
ン
タ
ー(

3
8
8
0
)
5
3
5
1

江
北
幼
児
教
室

日
時
=
4
月
～
9
月
ま
で
の
毎
月
第

3
金
曜
日
、午
前
1
0
時
3
0
分
～
1
1
時

3
0
分
対
象
u
江
北
保
健
総
合
セ
ン

タ
ー
管
内
で
、
1
1
年
1
0
月
～
1
2
年
3

月
生
ま
れ
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者

定
員
=
3
0
組
(
先
着
順
)
申
込
=

4
月
1
0日
か
ら
電
話

場
・
申
・
問

先
=
江
北
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

歯
周
病
健
診
(
無
料
)

節
目
健
診
に
お
け
る
歯
周
病
予
防

ク
リ
ニ
ッ
ク
を
受
け
た
方
、
現
在
歯

ぐ
き
が
は
れ
て
い
る
な
ど
の
急
性
症

状
が
あ
る
方
は
除
き
ま
す
。

□
4
0歳
か
ら
6
0歳
ま
で
の
区
民

期
間
=
通
年
場
所
=
区
内
の
指
定

医
療
機
関
内
容
=
歯
周
病
等
の
歯

科
健
診
定
員
=
千
溷
一
人
(
先
着
順
)

費
用
=
無
料
申
込
=
(
ガ
キ
に
郵

便
番
号
、住
所
、氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、

生
年
月
日
、年
齢
、性
別
、電
話
番

号
、
「歯
周
病
健
診
希
望
」を
明
記
。

後
日
、受
診
票
と
案
内
を
送
付
申

・
問
先
=
足
立
保
健
所
健
康
推
進
課

成
人
保
健
係

〒
3
・
8
5
1
0

中

央
本
町
l
j
1
7
1
1

飼
い
犬
の
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射

接
種
時
は
飼
い
主
が
犬
を
押
さ
え

て
く
だ
さ
い
。日
時
等
=
表
2

※
雨
天
決
行
費
用
(
一
頭
)
=
登

録
済
犬
…
3
千
細
円
/
未
登
録
犬
・
:

6
千
5
5
0
円
(
登
録
料
3
千
円
を
含
む
)

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ
問
先
=

足
立
保
健
所
医
薬
衛
生
係

(
3
8
8
0
)
5
3
6
1

※
道
路
や
河
川
敷
、
公
園
内
で
の
犬

の
放
し
飼
い
に
よ
り
犬
に
か
ま
れ
た

り
、
急
に
飛
び
つ
か
れ
る
事
故
が
起

き
て
い
ま
す
。
飼
い
主
の
方
は
必
ず

引
き
綱
を
つ
け
て
散
歩
し
、
公
園
な

ど
の
区
画
さ
れ
た
場
所
で
も
絶
対
に

放
し
飼
い
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い

消
化
器
が
ん
検
診

胃
と
大
腸
の
が
ん
検
診
を
無
料
で

行
っ
て
い
ま
す
。
胃
の
検
診
で
は
、

血
液
に
よ
る
検
査
(
血
清
ペ
プ
シ
ノ

ゲ
ン
法
)
と
従
来
の
X
線
撮
影
の
い

ず
れ
か
を
選
べ
ま
す
。
ベ
プ
シ
ノ
ゲ

ン
法
は
採
血
量
が
少
量
で
す
み
、
妊

娠
中
ま
た
は
妊
娠
の
可
能
性
が
あ
る

方
、
バ
リ
ウ
ム
の
服
用
が
苦
手
な
方

で
も
気
軽
に
受
診
で
き
ま
す
。

日

程
―
表
3

対
象
1
3
5歳
以
上
の
区

民

※
胃
を
切
除
し
た
方
、
胃
の
病

気
で
治
療
中
の
方
は
除
く
。
妊
娠
中

の
方
は
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
法
の
み
可

内
容
=
①
血
液
検
査
に
よ
る
胃
が
ん

検
診
と
検
便
に
よ
る
大
腸
が
ん
検
診

②
X
線
撮
影
に
よ
る
胃
が
ん
検
診
と

検
便
に
よ
る
大
腸
が
ん
検
診
定
員
=

5
5
～
6
0
人
申
込
U
(
ガ
キ
に
郵

便
番
号
、住
所
、氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、

生
年
月
日
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番

号
、
表
3
よ
り
胃
が
ん
検
診
名
(
①

血
液
検
査
②
X
線
撮
影
の
い
ず
れ
か

一
方
を
選
択
)
、
検
診
日
、
受
診
場

所
を
第
3
希
望
ま
で
明
記
。
後
日
、

受
診
票
と
案
内
を
送
付

期
限
―
受

診
希
望
月
の
前
月
1
5日
必
着
。
受
診

票
の
送
付
は
前
月
末
日
(
5
月
を
希

望
す
る
場
合
、4
月
1
5日
必
着
、
受

診
票
の
送
付
は
4
月
末
日
)

※
申

し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
受
診
日
が

翌
々
月
に
な
っ
た
り
、
受
診
場
所
が

他
の
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す

申
・
問
先
―
中
央

本
町
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
診
療
放
射

線

〒
S
・
0
0
1
1

中
央
本
町
I

(
3
8
8
0
)
5
3
5
7

表2　 狂犬病 予防注射日程表3　 消化器 がん検診日程

①血液検査+検便

※ 印のセンターは午後、それ以外は午前に実施

②X 線撮影十検便

※ 2月25日号掲載の②X曚1騷影十検便日程は、4月
・5月 ・6月の誤りです。訂正しておわびします

健康あ・ら・かると　「住まいとアレルギー」

こ
れ
ま
で
、
住
ま

い
に
つ
い
て
は
(
I

ド
面
と
し
て
の
広
さ

や
利
便
性
に
関
心
が

も
た
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
最
近

は
ソ
フ
ト
面
か
ら
の

問
題
が
関
心
を
集
め

て
い
ま
す
。
保
健
所

に
寄
せ
ら
れ
る
相
談

も
、
ダ
ニ
、
水
、
臭

い
、
換
気
な
ど
多
様

化
し
て
い
ま
す
。

住
ま
い
に
は
、
気
管
支
ぜ
ん
息
な

ど
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
を
引
き
起
こ
す

物
質
(
ア
レ
ル
ゲ
ン
)
が
数
多
く
存

在
し
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、
ア
レ

ル
ギ
ー
疾
患
を
持
つ
人
が
い
る
家
庭

で
は
、ア
レ
ル
ゲ
ン
を
減
ら
す
工
夫

が
大
切
で
す
。

□
住
居
内
の
ア
レ
ル
ゲ
ン

ほ
こ
り
ノ
ダ
ニ
(

ダ
ニ
の
死
が
い
・

糞
も
含
む
)
/

カ
ビ
ノ
花
粉

□
ア
レ
ル
ゲ
ン
を
減
ら
す
工
夫

掃
除
…
掃
除
機
を
使
う
と
き
は
、
畳

一
枚
あ
た
り
3
0
秒
く
ら
い
を
目
安
に
、

ゆ
っ
く
り
か
け
ま
し
ょ
う
。

換
気
…
天
気
の
良
い
日
は
窓
を
開
け
、

部
屋
の
風
通
し
を
良
く
し
て
、
畳
な

ど
室
内
の
湿
気
を
取
り
ま
し
ょ
う

。

ま
た
、
布
団
を
敷
い
た
直
後
は
、
ダ

ニ
が
は
こ
り
と
共
に
空
気
中
に
浮
遊

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
布
団
敷
き

は
、
就
寝
3
0
分
以
上
前
に
、
窓
を
い

っ
ぱ
い
に
開
け
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

寝
具
・
:
布
団
を
干
し
た
後
、
た
た
い

て
い
る
姿
を
よ
く
見
か
け
ま
す
が
、

ほ
こ
り
が
空
中
に
散
っ
て
、
ア
レ
ル

ギ
ー
を
引
き
起
こ
す
場
合
が
あ
り
ま

す

。
掃
除
機
を
使
っ
て
吸
い
取
る
の

も
一
つ
の
方
法
で
す
。

《
足
立
保
健
所
住
居
衛
生
係
》

4月から税務相談日が変わります

あなたの相談室
場所=区役所北館2階
問先=広聴相談係

3880- 5111( 代)
秘密厳守　 相談無料

※ 土曜・日曜・祝日はお休みです
※ 住宅修繕をお考えの方へ、区内建築業者の連合団体を紹介しています。電話でお申
し込みください

4 月の献血

問先= 東京都東赤十字血液センター
5682- 2801　　　

区 一衛生管理係
3880 ―5891

ま
ち
の
歴
史
ミ
ニ
事
典

第22回

江
北
～五

色
堤
公
園
～

旧
本
木
村
付
近
か
ら
川
口
市
と
の

境
界
ま
で
の
熊
谷
堤
沿
い
に
、
明
治
1
9
(
1
8
8
6
)

年
3
月
、7
8種
3

千
跖
本
の
桜
の
木
が
植
樹
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
が
江
北
五
色
桜
で
す
。

明
治
1
8
(
1
8
8
5
)
年
に
江
北

地
区
の
堤
が
整
備
さ
れ
た
と
き
、
こ

こ
に
桜
を
植
え
る
こ
と
が
村
人
か
ら

提
案
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
当

時
沼
田
村
の
戸
長
で
あ
っ
た
清
水
謙

吾
氏
(
後
の
初
代
江
北
村
村
長
)
が
、

元
将
軍
家
御
用
達
の
植
木
屋
と
相
談

し

、
そ
の
植
木
屋
が
各
地
か
ら
集
め

保
管
し
て
い
た
苗
を
植
え
ま
し
た
。

こ
の
桜
が
約
S
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
並

木
を
作
り
、
花
見
ど
き
に
は
大
勢
の

人
で
堤
防
が
埋
ま
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
す

。
当
時
の
新
聞
が
「
五
色
に

彩
ら
れ
」と
紹
介
し
た
こ
と
に
よ
り
、

い
つ
し
か
五
色
桜
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

大
正
1
3
(
1
9
2
4
)

年
に
は

、

内
務
省
よ
り
「
名
勝
」
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
翌
年
、
地
元
有
志

に
よ
り

、
清
水
謙
吾
氏
が
記
し
た

「
栽
桜
記
」
の
石
碑
が
江
北
橋
北
詰

に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。当
時
の
桜
は
、

戦
時
中
、
燃
料
と
し
て
伐
採
さ
れ
消

え
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
荒
川
に
桜

並
木
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
毎
年
桜
の

苗
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

五
色
堤
公
園
に
は
「
栽
桜
記
」
の

石
碑
が
移
さ
れ
、
桜
を
植
え
た
経
緯

を
漢
文
で
語
り
か
け
て
い
ま
す
。

《
郷
土
博
物
館
》

▲ 五色堤公園( 江北2- 8- 4) の
栽桜記碑
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第
2
9回
足
立
区
政
に
関
す
る
世
論
調
査

～
「
国
際
交
流
」
「
バ
ス
交
通
」
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
～

区
で
は
、
区
民
を
対
象
と
し
た
世
論
調
査
を
昭
和
4
7年
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
「
国
際
交
流
」「
バ
ス
交
通
」と
、
毎
回
調
重
し
て
い
る
「
定
住
性
」「
区
政

へ
の
要
望
」に
つ
い
て
干
伽
人
の
方
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
の
中
で

、

「
姉
妹
都
市
提
携
を
知
っ
て
い
る
」は
4
割
強
、「
路
線
バ
ス
を
利
用
し
て
い
る
」は

約
5
割
に
遣
し
ま
し
た
。
ま
た
、8
人
に
7
人
が
定
住
意
向
を
持
っ
て
お
り

。区

政
へ
の
要
望
は
、1
8年
連
続
「
高
齢
者
福
祉
」に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
結
果
は
、

区
政
を
進
め
て
い
く
た
め
の
責
貫
な
資
料
と
し
て
役
立
て
て
い
き
ま
す
。

国
際
交
流

区
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ベ
ル

モ
ン
ド
市
と
姉
妹
都
市
提
携
を
結
ん

で
い
ま
す
が
、
1
6年
が
経
過
し
国
際

化
へ
の
対
応
施
策
や
姉
妹
都
市
と
の

関
係
事
業
を
見
直
す
と
き
に
来
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
皆
さ
ん
の
考
え

を
お
間
き
し
ま
し
た
。

□
姉
妹
都
市
提
携
を
知
っ
て
い
る
人

は
4
割
強

姉
妹
都
市
提
携
に
つ
い
て
、
「
都

市
名
ま
で
知
っ
て
い
る
」
2
9
%
、

「
国
名
な
ら
知
っ
て
い
る
」
7
%
。

「
姉
妹
都
市
が
あ
る
こ
と
は
知
っ
て

い
る
」
8
%
を
合
わ
せ
た
。
知
っ
て

い
る
"
は
4
割
強
で
す
(
図
1
)
。

□
学
生
派
遣
事
業
は
「
現
在
の
ま
ま

で
よ
い
」
が
半
数
強

ベ
ル
モ
ン
ド
市
へ
の
学
生
派
遣
事

葉
は
、「
現
在
の
ま
ま
で
よ
い
」
が
5
4
%

と
最
も
多
く
、
半
数
を
超
え
て

い
ま
す
(
図
2
)
。

□
区
民
の
4
人
に
1
人
は
「
外
国
人

と
の
交
流
が
あ
る
」

普
段
の
生
活
で
、
外
国
人
と
の
交

流
状
況
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
外
国

人
を
見
か
け
る
程
度
で
交
流
は
な

い
」
が
7
5
%
と
4
人
に
3
人
を
占
め

て
い
ま
す
。

図1　ベルモンド市との姉妹都市提携

図2　ベルモンド市への学生派還事業

バ
ス
交
通

区
で
は
日
暮
里
・
舎
人
線
、
つ
く

ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
(
常
磐
新
線
)
の

開
業
を
踏
ま
え
、
路
線
バ
ス
の
利
用

状
況
・
要
望
な
ど
を
反
映
さ
せ
た
、

バ
ス
路
線
再
編
計
画
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

□
半
数
弱
が
路
線
バ
ス
を
。
利
用
し

て
い
る
"

自
宅
近
く
の
路
線
バ
ス
の
利
用
状

況
を
み
る
と
、
「
路
線
バ
ス
は
利
用

し
て
い
な
い
」
が
5
0
%
、
こ
れ
と
無

回
答
を
除
い
た

。利
用
し
て
い
る
"

は
半
数
弱
で
す
(
図
3
)
。

□
「
路
線
を
ふ
や
す
」
が
3
割
強

今
後
の
バ
ス
事
業
に
望
む
こ
と
を
3

つ
ま
で
あ
げ
て
も
ら
っ
た
と
こ

ろ
、「
区
内
の
ど
こ
に
で
も
行
け
る

よ
う
に
路
線
を
増
や
す
・
変
更
す

る
」
が
最
も
多
く
3
1
%
と
な
り
ま
し

た
(
図
4
)
。

□
新
線
・
新
駅
の

。利
用
意
向
あ
り

が
4
割
強

新
た
に
開
業
予
定
の
日
暮
里
・
舎

人
線
と
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
(
常

磐
新
線
)
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、

「
利
用
す
る
」
1
7
%
と
「
た
ぶ
ん
利

用
す
る
」
2
4
%
を
合
わ
せ
た

。利
用

意
向
あ
り
"
は
4
1
%
と
な
っ
て
い
ま

す
(
図
5
)
。

図3　路線バスの利用の有無と目的( いくつでも)
※ 利 用目 的 は上 位&項目 のみ 掲載

図4　路線バス事業への要望( 3 つまで選択)
※ 要望は上位8項目のみ周載

図5
新線、新駅の利用意向

定
住
性

□
ほ
ぼ
8
人
に
7
人
が
定
住
意
向

今
後
も
足
立
区
に
住
む
か
ど
う
か

を
閃
い
た
と
こ
ろ
、「
引
き
続
き
住

む
つ
も
り
」
刀
%
と
「
事
情
さ
え
許

せ
ば
住
み
た
い
」
9
%

を
合
わ
せ
る

と
、
8
人
に
7
人
か
定
住
意
向
を
持

っ
て
い
ま
す
(
図
6
)
。

□
居
住
地
に
愛
着
を
持
つ
人
は
5
人

に
4
人
以
上

今
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
「
愛
着

を
感
じ
る
」
5
8
%
、「
ど
ち
ら
か
と

い
う
と
愛
着
を
感
じ
る
」
2
6
%
と
、

8
割
を
超
え
る
人
が
。
愛
着
を
感
じ

る
"
と
答
え
て
い
ま
す
(
図
7
)
。

図6　定住・移転意向図7　地域への愛着

区
政
へ
の
要
望

□
「
高
齢
者
福
祉
」
が
3
8
%
で
第
1
位

区
政
へ
の
要
望
は
、
重
要
項
目
と

し
て
毎
年
調
査
し
て
い
ま
す
。

第
1
位
は
1
8年
連
続
「
高
齢
者
福

祉
」
3
8
%
で
、
2
位
の
「
保
健
医
療

の
充
実
」
1
7
%
に
大
き
な
差
を
つ
け

て
い
ま
す
(
図
8
)
。

□
区
政
へ
の
。
満
足
層
"
が
約
4
8
%
　

区
政
に
対
す
る
「
満
足
」
6
%
と

「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
満
足
」
4
2
%

を
合
わ
せ
た
。
満
足
層
"
は
4
8
%
で

し
た
。
一
方
、
「
ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
不
満
J
3
1
%
と
「
不
満
」
8
%

を

合
わ
せ
た
J

や
満
3
9

。
は
3
9
%
と
な

っ
て
い
ま
す
。

図8　施策への要望( 2つまで選択) ※ 上位11項目のみ掲載

第
2
9
回
世
論
調
査
の
「
あ
ら

ま
し
」
は
。
区
政
情
報
室
で
無

料
配
布
中
で
す
。
ま
た
、
く
わ

し
い
集
計
結
果
の
「
報
告
書
」

は
。
区
政
情
報
室
、
区
内
各
図

書
館
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

問
先
=
広
聴
相
談
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

便利で快適な
公共交通の整備を

進めています

区では、鉄道利用不便地域や、バスの運i f y

難しい地域などを解消するため、新たな公劣Qi

通の整備を進めています。
その中で、17年度開業予定の常磐新線の虍弥

が「つくばエクスプレス」に、また沿線地域Z)

愛称が「みらい平・いちさと」に決まりました。

今後も、新線の建設と合わせて、駅前広鳩や

自転車駐車場などの計画・整備を進めています。

秋
葉
原～
つ
く
ば

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

常
磐
新
線
の
事
業
主
体
で
あ
る
首

都
圖
新
都
市
鉄
道
㈱
は
、
1
7年
度
開

業
予
定
の
常
磐
新
線
の
名
称
を
「
つ

く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
と
正
式
決
定

し
ま
し
た
。
筑
波
研
究
学
聞
都
市
に

代
表
さ
れ
る
「
先
進
性
」
と
、
特
急

並
み
の
時
速
闥
㎞
で
秋
葉
原
～
つ
く

ぱ
間
5
8・
3
㎞
を
4
5分
で
結
ぶ
と
い

う
「
商
速
性
」
を
明
快
に
表
現
し
て

い
る
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
で
す
。

決
定
に
は
、
一
般
募
集
の
中
か
ら
案

を
し
ぼ
り
こ
み
、
街
頭
モ
ニ
タ
ー
調

僉
刀
結
果
な
ど
を
参
考
に
し
て
い
ま

す
。今

後
は
、
沿
線
地
域
の
愛
称
「
み

ら
い
平
・
い
ち
さ
と
」
と
と
も
に
周

知
を
図
り
。
鉄
道
と
沿
線
の
イ
メ
ー

ジ
を
高
め
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
同

社
で
は
、
様
々
な
イ
メ
ー
ジ
職
略
を

展
開
し
て
い
く
予
定
で
す
。

□
建
設
工
事
の
状
況

工
事
着
手
率
は
、
1
3年
2
月
現
在
、

全
線
で
6
5
%
に
達
し
て
お
り
、
都
内

で
は
既
に
全
工
区
着
手
済
み
で
す
。

ま
た
区
内
で
は
、
弘
道
ト
ン
ネ
ル
が

貫
通
し
、
荒
川
橋
り
ょ
う
の
橋
脚
が

完
成
し
橋
げ
た
の
工
事
に
入
る
な

ど
、
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。

日
暮
里
～
見
沼
代
親
水
公
園

日
暮
里
・
舎
人
線

日
暮
里
・
舎
人
線
は
、
9
年
1
2月

に
工
事
着
手
し
て
、
支
柱
設
置
工
事

に
加
え
、
け
た
架
設
工
事
が
進
ん
で

い
ま
す
。
全
線
約
邸
㎞
の
う
ち
約
茹

に
mが
工
事
着
工
し
て
い
ま
す
。

□
輸
送
シ
ス
テ
ム

道
路
中
央
部
の
高
架
専
用
軌
道
を

電
気
モ
ー
タ
ー
で
走
る
新
交
通
シ
ス

テ
ム
。
車
両
は
ゴ
ム
タ
イ
ヤ
。

□
運
行

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
の
無
人
遥

転
。5
両
編
成
で
定
員
約
知
人
。

□
事
業
主
体
・
建
設
主
体

都
と
東
京
都
地
下
鉄
建
設
㈱

□
工
事
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

日
暮
里
・
舎
人
線
建
設
工
事
に
伴

い
、
夜
間
に
尾
久
橋
通
り
の
車
線
を

規
制
し
て
い
ま
す
。
ご
不
便
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ほ
か
の
道
路
へ
の
う

回
な
ど
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す

。　
問
先
I
東
京
都
新
交
通
建
設

事
務
所
工
事
課(

3
8
0
5
)
7
8
0
7

新
た
な
鉄
道
新
線
の

整
備
促
進
に
向
け
て

区
で
は
、
日
暮
里
・
舎
人
線
、
つ

く
ぱ
エ
ク
ス
プ
レ
ス
(
常
磐
新
線
)

整
備
後
の
新
た
な
鉄
道
新
線
の
導
入

に
向
け
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
整
備
促
進
活
動
を
進
め
て
い
ま

す

。
特
に
「
足
立
区
公
共
交
通
整
備

基
本
計
画
」
で
、
区
の
優
先
整
備
促

進
路
線
と
し
て
位
置
づ
け
た
、「
環

七
高
速
鉄
道
(

メ
ト
ロ
セ
ブ
ン
)
」

「
地
下
鉄
8
号
線
(
有
楽
町
線
)
の

延
仲
」
は
、
整
備
促
進
大
会
の
開
催

や
国
や
都
へ
の
要
請
な
ど
を
行
い
、

早
期
実
現
を
働
き
か
け
て
い
ま
す
。

今
後
も
、こ
の
2
路
線
を
は
じ
め
、

「
竹
の
塚
・
王
子
・
池
袋
線
」
な
ど
、

新
た
な
鉄
道
の
整
備
促
進
を
要
望

し
、
鉄
遭
利
用
不
便
地
城
の
解
消
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

便
利
な
コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
バ
ス

「
は
る
か
ぜ
」
の
ご
利
用
を

1
2年
4
月
か
ら
運
行
を
始
め
た
コ

ミ
ユ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
は
る
か
ぜ
」。1

日
あ
た
り
の
乗
客
数
が
平
均
約
千

知
人
を
超
え
る
な
ど
、
順
調
な
運
行

を
続
け
て
い
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ

の
多
い
バ
ス
停
留
所
時
刻
表
(
綾
瀬

駅
東
口
、
西
新
井
駅
東
口
、
足
立
区

役
所
)
を
掲
載
し
ま
す
。

▲ 橋げた工事中の荒川橋りょう

▲ 日暮里・舎人線の高架橋げた工事が進
む谷在家付近

コミ ュニティバス「はるかぜ」時刻表

公
共
交
通
の
整
備
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は

都
市
交
通
課
へ

(
3
8
8
0
)
5
9
3
6

1
2年
度
足
立
区
教
育
委
員
会
児
童
・
生
徒
褒
賞

区
で
は
、
各
種
の
文
化
行
事
や
ス

ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
で
優
秀
な
成
績
を

お
さ
め
た
り
、
特
に
た
た
え
ら
れ
る

善
行
を
行
っ
た
区
内
の
小
・
中
学
生

に
対
し
、
そ
の
努
力
と
功
績
を
た
た

え
て
褒
賞
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
の

区
長
褒
賞
を
受
賞
し
た
皆
さ
ん
は
、

次
の
と
お
り
で
す
(
敬
称
略
)
。

□
小
学
生
個
人
の
部

▽
畑
中
葵
(
北
鹿
浜
小
)
・
:
第
5
0回

全
国
小
中
学
校
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
低

学
年
の
部
特
選
　
▽
鈴
木
寛
人
(
千

寿
第
四
小
)
・
:
第
4
3回
全
国
学
芸
科

学
コ
ン
ク
ー
ル
絵
画
部
門
銅
賞
　
▽

小
川
美
登
里
(
千
寿
第
四
小
卒
)
・
:

同
読
轡
感
想
文
部
門
銅
賞
　
▽
小
峰

洸
(
千
寿
第
四
小
)
…
第
7
回
世
界

こ
ど
も
図
画
コ
ン
テ
ス
ト
日
本
の
部

金
賞
　
▽
行
川
竜
}
(

高
野
小
了
:

全
日
本
一
輪
車
競
技
大
会
レ
ー
ス
部

門
タ
イ
ヤ
乗
り
優
勝

□
小
学
生
団
体
の
部

▽
栗
原
北
小
学
校
新
聞
委
員
会
…
第

5
0
回
全
国
小
・
中
学
校
・
P
T
A
新

聞
コ
ン
ク
ー
ル
小
学
校
学
校
新
聞
の

部
内
閣
総
理
大
臣
賞
　
▽
東
京
タ
イ

ガ
1
…
第
2
2
回
全
日
本
選
抜
少
年
野

球
交
流
大
会
小
学
生
の
部
優
勝

□
中
学
生
個
人
の
部

▽
永
井
歩
(
第
十
一
中
)
・・・心
の
輪

を
広
げ
る
体
験
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
優

秀
賞
　
▽
鈴
木
里
沙
子
(
加
賀
中
)

・
:
第
7
0回
段
位
認
定
試
験
(
珠
算
)

十
段
合
格
　
▽
木
幡
美
登
里
(
第
十

一
中
)
…
シ
ド
ニ
ー
ユ
ー
ス
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ト
ラ
ン
ポ

リ
ン
個
人
女
子
第
1
位
　
▽
清
水
忠

司
(
第
七
中
)
・・・
ゆ
う
あ
い
ピ
ッ
ク

岐
阜
大
会
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
男

子
ア
キ
ュ
ラ
シ
ー
少
年
3
組
第
2
位

▽
田
村
沙
織
(
花
畑
中
)
…
第
3
1回

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
競
技

大
会
女
子
走
幅
跳
1
3歳
～
1
4歳
末
満

の
部
第
6
位

□
中
学
生
団
体
の
部

▽
西
新
井
中
学
校
水
泳
部
・
:第
4
0回

全
国
中
学
校
選
抜
水
泳
競
技
大
会
女

子
朷
m
リ
レ
ー
第
4
位
・
同
競
泳
女

子
第
5
位
・
同
女
子
朷
m
メ
ド
レ
ー

リ
レ
ー
第
6
位
　
▽
足
立
球
友
会
・
:

第
1
7回
全
日
本
少
年
軟
式
野
球
大
会

中
学
生
の
部
第
3
位

※
こ
の
ほ
か
2
5団
体
、3
3人
の
倒
人

の
方
が
教
育
委
員
会
褒
賞
を
受
賞
し

ま
し
た

《
教
育
委
員
会
》

商
業
の
活
性
化
に
む
け
て
T
M
O

構
想
を
認
定

(
中
小
小
売
商
業
高
度
化
事
業
構
想
)

現
在
区
内
で
は
。
千
住
地
城
が
中

心
市
街
地
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
中
心
市
街
地
活
性
化
の
た
め
に

市
街
地
の
整
備
改
善
と
商
業
の
活
性

化
を
一
体
的
に
進
め
て
い
く
活
性
化

基
本
計
画
を
平
成
1
1年
に
策
定
し
ま

し
た
。

こ
の
基
本
計
画
各
事
業
を
具
体
的

に
行
う
た
め
に
、
町
会
・
自
泊
会
・

商
店
街
と
足
立
都
市
活
性
化
セ
ン
タ

ー
・
区
が
協
力
し
、
平
成
1
2年
7
月

か
ら
T
M
o

構
奪
を
検
討
し
て
き
ま

し
た
。
そ
し
て
最
終
的
な
T
M
O

構

想
が
2
月
1
9日
に
足
立
都
市
活
性
化

セ
ン
タ
ー
か
ら
出
さ
れ
ま
し
た
。
審

査
の
結
果
、
区
は
こ
の
T
M
O

構
想

が
商
業
な
ど
活
性
化
す
る
構
想
と
し

て
適
切
で
あ
る
と
判
断
し
認
定
し
ま

し
た
。
今
後
は
、
こ
の
T
M
O

構
想

に
基
づ
き
具
体
的
な
事
業
を
活
性
化

セ
ン
タ
ー
が
行
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。　
問
先
U
特
定
地
域
活
性
化

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

産
業
情
報
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

〝E
N
(
援
・
緑
・
円
)
ネ
ッ
ト
〟が
で
き
ま
し
た

区
で
は
、
産
業
情
報
を
区
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。　

※
観
光
協
会

の
ペ
ー
ジ
も
あ
り
ま
す

□
鮮
度
が
勝
負
、
産
業
情
報

区
内
企
業
や
消
費
者
に
と
っ
て
、

タ
イ
ム
リ
ー
で
役
立
つ
情
報
が
「E
N
(

援
・
縁
・
円
)
ネ
ッ
ト
」で
気
軽
に

手
に
入
る
こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。

□
E
N
(
援
・
緤
・
円
)
ネ
ッ
ト
と
は

▽
企
業
経
営
に
役
立
つ
支
援
事
葉
の

情
報
検
索
が
で
き
る
(
融
資
制
度
等
)

▽
区
民
生
活
に
役
立
つ
情
報
が
見
つ

か
る
(
農
産
品
直
売
情
報
等
)

▽
企
菜
が
I
T

化
を
進
め
る
た
め
に

必
要
な
情
報
が
あ
る
(
ホ
ー
ム
ベ
ー

ジ
作
成
支
援
等
)

▽
商
店
街
・
農
地
に
関
す
る
手
続
き

稗
類
が
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
取
り

出
せ
る
(
助
成
金
申
爾
書
等
)

▽
異
業
種
交
流
活
助
な
ど
先
進
的
な

企
業
活
動
を
紹
介

▽
企
菜
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
の
リ
ン
ク
に

よ
り
。
企
案
が
情
報
を
発
・
受
信
、
交

換
の
場
と
し
て
活
用
で
き
る
　
※
リ

ン
ク
希
望
企
業
な
ど
を
常
時
募
集
中

今
後
も
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
の
声

を
反
映
さ
せ
な
が
ら
、
さ
ら
に
充
実

さ
せ
て
い
き
ま
す
。
く
わ
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
　
問
先
―
産

業
振
興
課
産
業
計
画

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

区
内
の
環
境
騒
音
の
調
査
結
果

1
2年
1
1月
～
狎一
月
に
区
内
詢
地
点

で
環
境
騒
音
を
調
査
し
ま
し
た
。
環

境
基
準
に
対
す
る
適
合
率
は
6
0
%

で
、
前
回
の
調
査
(
1
0
年
度
)
を
3

ポ
イ
ン
ト
下
回
り
ま
し
た
。
各
調
査

地
点
で
の
支
配
的
音
源
(
最
も
耳
に

大
き
く
聞
こ
え
る
音
)
は
、
自
動
車

の
走
行
音
が
全
体
の
"一
'
%と
多
く
の

割
合
を
占
め
て
い
ま
し
た
(
表
―
)
。

自
動
車
は
大
気
汚
染
の
原
因
と
し
て

も
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
ま
す
。

き
れ
い
な
環
境
を
守
る
た
め
、
で
き

る
だ
け
マ
イ
カ
ー
の
使
用
を
控
え
る

よ
う
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

□
調
査
区
域
の
説
明

▽
A
地
域
・
:専
ら
住
居
の
用
に
供
さ

れ
る
区
域

▽
B
地
域
・・・
主
と
し
て

住
居
の
用
に
供
さ
れ
る
区
城

▽
C

区
域
・
:住
居
と
併
せ
て
商
・
工
菜
の

用
に
供
さ
れ
る
区
域

問
先
―
環
境

課
調
査

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

表1　環境騒音調査結果 単位: デシベル

特
別
区
職
員
採
用
試
験

東
京
S
区
に
動
務
す
る
職
員
の
採

用
試
験
は
、
特
別
区
人
事
委
員
会
が

行
っ
て
い
ま
す
(
表
2
)
。
こ
の
試

歉
の
最
終
合
格
者
は
、
採
用
候
補
者

名
簿
に
高
成
績
順
に
登
載
さ
れ
、
希

望
や
通
勤
事
情
な
ど
で
各
区
に
提
示

さ
れ
ま
す
。
各
区
は
提
示
を
受
け
た

後
、
面
接
な
ど
を
行
い
、
採
用
予
定

者
を
決
定
し
ま
す
。

採
用
-
原
則

と
し
て
1
4年
4

月
以
降

募
集
案

内
=
告
示
日
以
降
に
東
京
2
3区
役
所

ま
た
は
特
別
区
人
事
委
貝
会
事
務
局

任
用
課
で
配
付

※
受
験
資
格
・
採

用
予
定
数
な
ど
は
後
日
広
報
紙
に
掲

載

問
先
I
特
別
区
人
事
委
員
会
事

務
局
任
用
課

(
5
2
1
0
)
9
7
8
7

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
(
2
4時
間
)

(
3
2
6
1
)
2
2
2
1

ま
た
は
区
・
職
員
課
人
事
係

(
3
8
8
0
)
5
8
3
1

表2　採用試験日程表
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催
し
物
ガ
イ
ド

第
4
5回
区
民
芸
能
大
会

参
加
者
募
集

日
時
=
5
月
2
6
日
出
、午
前
1
0
時
～

午
後
5
時
(
予
定
)
場
所
=
区
役

所
庁
舎
ホ
ー
ル
出
場
資
格
=
観
光

協
会
会
員
(
家
族
)
ま
た
は
足
立
区

民
/
個
人
を
原
則
と
し
。団
体
の
場

合
は
1
0
人
以
内
/
1
人
I
種
目
に
限

る
※
過
去
3
年
間
の
大
会
最
優
秀

賞
者
・
優
秀
賞
者
お
よ
び
4
4
回
大
会

優
良
賞
者
を
除
く
募
集
種
目
・
組

数
=
▽
歌
の
部
(
歌
謡
曲
・
民
謡
・

そ
の
他
)
…
6
0
組
▽
踊
り
部
・
:

3
0
組
費
用
1
次
の
う
ち
安
い
方
を

選
択
▽
参
加
者
―
人
あ
た
I
会
貝

千
円
/
会
員
家
族
千
沺
円
/
一
般
2

千
円
▽
多
人
数
申
し
込
み
の
場
合

・
:
3
人
以
上
6
人
ま
で
5
千
円
/
7

人
以
上
7
千
円
申
込
=
申
込
書
に

8
0
円
切
手
を
添
え
て
直
接
持
参
ま
た

は
郵
送
。く
わ
し
く
は
観
光
協
会
事

務
局
・
各
区
民
事
務
所
に
あ
る
申
込

轡
・
要
綱
を
ご
覧
く
だ
さ
い
期
限
=

4
月
1
0日
必
着

※
4
月
1
2日
公

開
抽
選

申
・
問
先
―
観
光
協
会
事

務
局
(
産
業
振
興
課
内
)

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
1
1
1
7
j・・
1

(
3
8
8
0
)
5
8
5
3

発
表
会
「
男
女
共
同
参
画
を

つ
く
る
の
は
私
た
ち
」

男
女
共
同
参
画
を
考
え
る
区
民
女

性
た
ち
の
意
見
発
表
会
を
行
い
ま

す
。男
性
も
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。日
時
=
4
月
1
4
日
出
、午
後

2
時
～
4
時
費
用
=
無
料
申
込
=

当
日
直
接
会
場
へ
※
2
歳
ま
で

の
お
子
さ
ん
の
保
育
あ
り
。く
わ
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
場

・
申
・
問
先
=
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
　
　
　

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

第
1
2回
春
の
ふ
れ
あ
い

コ
ン
サ
ー
ト

日
時
=
4
月
8
日
旧
、午
後
1
時
開

演
(
3
0
分
前
開
場
)
場
所
9
ギ
ャ

ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西
新
井
文
化
ホ
ー
ル

費
用
=
無
料
申
込
=
当
日
直
接
会

場
へ
問
先
=
文
化
振
興
係

(
3
8
8
0
)
5
9
8
4

第
3
期
足
立
区
あ
ら
か
わ

市
民
会
議
参
加
者
募
集

荒
川
の
あ
る
べ
き
姿
の
実
現
を
め

ざ
し
て
、市
民
参
画
型
の
川
づ
く
り

を
推
進
す
る
「足
立
区
あ
ら
か
わ
市

民
会
議
」
が
あ
り
ま
す
。安
全
で
快

適
な
川
と
な
る
よ
う
、一
緒
に
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。活
動
期
間
=
5

月
～
1
5
年
3
月
対
象
=
1
8
歳
以
上

の
区
内
在
住
・
在
勤
の
方
定
員
=

若
干
名
申
込
=
電
話
期
限
=
4

月
1
3
日
※
く
わ
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
申
・
問
先
=
計
画

調
整
課
事
業
推
進
係

郷
土
博
物
館
の
催
し

□
第
2
土
曜
日
無
料
公
開
日
映
画
会

日
時
=
4
月
1
4
日
出
、午
前
1
1
時

内
容
=
「日
本
の
稲
作
～
そ
の
こ
こ

ろ
と
伝
統
～
」
(
4
2
分
)
・
:
稲
作
と

そ
れ
に
関
す
る
祭
り
。稲
作
文
化
が

日
本
文
化
の
も
と
と
な
っ
て
い
る
様

子
を
さ
ぐ
る
申
込
=
当
日
直
接
会

場
へ

□
資
料
鑑
賞
講
座
「
浮
世
絵
に
親
し

む
会
」(
3
日
制
)

郷
土
博
物
館
で
収
蔵
す
る
浮
世
絵

を
じ
か
に
鑑
賞
す
る
教
室
で
す
。
普

段
は
ガ
ラ
ス
越
し
で
し
か
見
ら
れ
な

い
浮
世
絵
に
、
身
近
に
接
す
る
こ
と

が
で
き
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

日
時
・
テ
ー
マ
=
▽
4
月
2
1
日
出
…

「
浮
世
絵
の
な
か
の
千
住
大
橋
」

▽
5
月
1
9
日
(
土
)
:
「足
立
か
ら
眺
め

た
富
嶽
」▽
6
月
1
6
日
(
土
)
:
「足

立
名
所
案
内
」
※
い
ず
れ
も
午
後

2
時
～
4
時
定
員
=
5
0
人
(
抽
選
)

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、

年
齢
、電
話
番
号
、
「浮
世
絵
に
親

し
む
会
」希
望
と
明
記
期
限
=
4

月
6
日
必
着

―
―
い
ず
れ
も
―
―

費
用
=
無
料
　
場
・
申
・
問
先
=
郷

土
博
物
館

〒
翊一
・
〇
〇
〇
―
大
谷

田
5
-
2
0
1
1(

3
6
2
0
)
9
3
9
Q
ノ

1
3
年
度
消
費
生
活
問
題
調
査

研
究
グ
ル
ー
プ
募
集

消
費
生
活
で
の
身
近
な
疑
問
や
問

題
に
つ
い
て
、
調
査
研
究
す
る
グ
ル

ー
プ
を
募
集
し
ま
す
。
活
動
期
間
=

5
月
～
1
4
年
2
月
対
象
=
区
内

在
住
者
を
主
体
と
す
る
5
人
以
上
の

グ
ル
ー
プ
※
営
利
目
的
を
除
く
な

ど
、
助
成
要
綱
に
沿
っ
て
い
る
こ
と

内
容
=
テ
ー
マ
を
決
め
、
活
動
結
果

を
報
告
す
る
助
成
金
=
年
間
3
万

円
ま
で
募
集
数
=
6
グ
ル
ー
プ

募
集
期
間
=
4
月
2
日
～
1
3
日
※

く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
申
・
問
先
=
消
費
者
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
″
`
ノ

地
域
で
環
境
美
化
活
動
を
行
う

「
実
践
モ
デ
ル
地
区
」
募
集

「
あ
し
た
の
足
立
を
つ
く
る
区
民

協
議
会
」
で
は
、
明
る
く
暮
ら
し
や

す
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
1
年
問

テ
ー
マ
に
沿
っ
て
活
動
し
て
い
た
だ

け
る
団
体
を
「
実
践
モ
デ
ル
地
区
」

に
指
定
し
、
助
成
金
の
交
付
や
各
種

事
業
に
よ
咋
ふ
又
援
し
ま
す
。
地
域
で

の
清
掃
活
動
、
花
だ
ん
づ
く
り
な
ど

に
興
味
の
あ
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
対
象
=
町
会
・
自
治
会
・
商

店
街
な
ど
の
区
内
地
縁
団
体
テ
ー

マ
=
地
域
か
ら
は
じ
め
よ
う
!
ま
ち

の
環
境
美
化
募
集
数
=
1
6
団
体

申
込
=
電
話
期
限
=
4
月
r
日

申
・
問
先
u
地
域
支
援
課
地
域
支
援

(
3
8
8
0
)
5
8
5
6

鹿
沼
野
外

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
7

・
8
月
分
利
用
申
し
込
み

鹿
沼
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
7
・
8
月
分
利
用
申
し
込
み

は
、今
年
か
ら
ほ
か
の
施
設
と
同
じ

「宿
泊
施
設
申
し
込
み
「ガ
キ
」で

受
け
付
け
・
抽
選
を
し
ま
す
。期

間
=
5
月
1
日
～
1
0
日
(
必
着
)

利
用
日
数
=
1
団
体
2
泊
ま
で
受

付
、支
払
方
法
な
ど
は
ほ
か
の
宿
泊

施
設
と
同
じ
で
す
。※
「わ
た
し

の
便
利
帳
」
1
8
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
問
先
=
学
務
課
校
外
施
設
係

(
3
8
8
0
)
5
9
7
0

第
1
5回
足
立
区

観
光
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

応
募
総
数
1
8
1
点
の
中
か
ら
、審
査

の
結
果
。次
の
方
々
が
人
選
し
ま
し

た
(
敬
称
略
)
。推
薦
(
区
長
賞
)
=

遠
藤
武
(
竹
の
塚
二
丁
目
)
特

選
(
観
光
協
会
会
長
賞
)
罸
赤
堀
良

明
(
竹
の
塚
三
丁
目
)
ノ
野
村
晶
子

(
栗
原
二
丁
日
)
準
特
選
=
掛
布

稔
(
竹
の
塚
三
丁
目
)
石
川
春
夫

(
西
新
井
三
丁
目
)
/
滝
谷
昭
憲

(
戸
田
市
喜
沢
一
一
r
目
)
ノ
石
川
幸

雄
(
中
央
本
町
四
丁
目
)
入
選
=

三
石
美
枝
子
(
千
住
大
川
町
)
ほ
か

9
人
佳
作
=
大
塚
栄
吉
(
本
木
西

町
)
ほ
か
1
4人

□
入
選
作
品
の
展
示

期
間
=
4
月
1
8
日
～
2
4
日
の
正
午

場
所
=
区
役
所
1
階
ロ
ビ
ー
問
先

n
観
光
協
会
事
務
局
(
産
業
振
興
課

内
)

　
(
3
8
8
0
)
5
8
5
3

観
光
協
会
会
員
募
集

観
光
協
会
で
は
1
年
を
通
じ
て
、

区
内
施
設
め
ぐ
り
や
区
民
芸
能
大
会

な
ど
、楽
し
い
催
し
物
を
数
多
く
予

定
し
て
い
ま
す
。4
月
か
ら
1
年
間

の
会
員
を
募
集
し
ま
す
。対
象
=

ど
な
た
で
も
可
年
会
費
=
2
千
円

そ
の
他
=
足
立
の
花
火
大
会
観
覧
席

券
2
枚
、天
然
温
泉
「じ
ゃ
ぼ
ん
」

割
引
き
券
(
年
間
6
枚
)
な
ど
を
差

し
上
げ
ま
す
※
く
わ
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
申
・
問
先
=

観
光
協
会
事
務
局
(
産
業
振
興
課
内
)

(
3
8
8
0
)
5
8
5

ノ゙

▽
6
・
7
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の
は

区
役
所
代
表
へ

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1㈹

▽
定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
3
月
2
6日
か
ら
受
け
付
け

凡例

申
込
…
申
し
込
み
方
法

期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
・
:場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

不
動
産
公
売
の

結
果
発
表

2
月
2
0日
に
不
動
産
公
売
が
行
わ

れ
、別
表
の
と
お
り
完
売
し
ま
し
た
。

次
回
は
H
月
の
予
定
で
す
。

問
先
=
納
税
課
公
売
係

(
3
8
8
0
)
5
2
3

″コ

不動産公売結果一覧

掲
示
板

□
小
学
生
お
さ
ら
い
教
室

日
時
=
毎
週
水
・
金
曜
日
、午
後
2

時
3
0
分
～
5
時
3
0
分
場
所
U
関
原

(
橘
幼
稚
園
)
、西
保
木
間
(
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
)
対
象
等
―
小

学
1
年
生
・
:
1
0
人
、小
学
2
～
4
年

生
…
若
干
名
(
い
ず
れ
も
先
着
順
)

費
用
=
月
額
4
千
円
～
5
千
沺
円

申
込
=
電
話
申
・
問
先
I
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
9
)
2
5
6
1

□
都
立
看
護
専
門
学
校
一
日
体
験
入

学日
程
=
▽
5
月
1
2
日
(
土
)
:
広
尾
・
豊

島
・
荏
原
・
松
沢
・
府
中
・
大
塚
・

北
多
摩
・
青
梅
・
板
橋
▽
5
月
2
6

日
出
・
:
南
多
摩
対
象
=
都
内
在
住
　

・
在
校
の
高
校
生

※
く
わ
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
先
―

都
・
衛
生
局
看
護
課

(
5
3
2
0
)
4
4
4
1

□
区
民
ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室

時
間
=
昼
の
部
・
:
午
後
1
時
～
3
時

/
夜
の
部
・
:
①
午
後
6
時
3
0
分
～
8

時
3
0分

②
午
後
8
時
～
1
0時

※

全
1
0回
(
毎
週
)

場
所
・
開
始

日
=
▽
西
新
井
ラ
ッ
キ
ー
レ
ー
ン
・
:

昼
の
部
4
月
1
6
日
/
夜
の
部
①
4
月

1
7
H
▽
竹
の
塚
フ
ジ
ボ
ー
ル
・
:
昼

の
部
4
月
1
8
日
▽
マ
ル
ア
イ
ボ
ウ

リ
ン
グ
…
昼
の
部
4
月
1
8
日
/
夜
の

部
②
4
月
1
7
日
費
用
=
―
回
千
釼

円
※
貸
し
靴
代
別
。初
回
に
教
本

代
千
円
あ
り
※
く
わ
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
申
・
問
先
=

足
立
区
ボ
ウ
リ
ン
グ
連
盟
・
斉
藤

(
3
8
8
2
)
1
9
0
1

□
「
家
出
人
・
少
年
相
談
所
」
を
開

設
し
ま
す

期
間
=
4
月
1
日
～
1
0
日
、午
前
8

時
3
0
分
～
午
後
5
時
1
5
分
内
容
=

子
ど
も
の
非
行
問
題
の
相
談
な
ど

場
・
問
先
=
警
視
庁
台
東
少
年
セ
ン

タ
ー

(
3
8
2
8
)
1
0
4
4

警
視
庁
少
年
育
成
課
保
護
相
談
係

(
3
5
9
2
)
1
6
4
0

警
視
庁
ヤ
ン
グ
テ
レ
フ
ォ
ン
コ
ー
ナ

ー

(
3
5
8
0
)
4
9
7
0

□
放
送
大
学
東
京
第
三
学
習
セ
ン
タ

ー
の
名
称
が
変
わ
り
ま
す

4
月
1
日
か
ら
、
放
送
大
学
東
京

第
三
学
習
セ
ン
タ
ー
は
「
放
送
大
学

足
立
学
習
セ
ン
タ
ー
」
と
名
称
が
変

わ
り
ま
す
。
問
先
=
放
送
大
学
東

京
第
三
学
習
セ
ン
タ
ー

(
5
2
4
4
)
2
7
6
0

子
ど
も
と
本
の
か
け
橋
に
!

児
童
推
薦
図
書
案
内
冊
子
を

差
し
上
げ
ま
す

□
乳
児
検
診
時
に
紹
介
し
ま
す

乳
幼
児
の
う
ち
に
絵
本
と
親
し

み
、
触
れ
合
う
こ
と
は
発
育
に
と
て

も
効
果
的
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
イ

ギ
リ
ス
で
は
、
乳
児
検
診
時
に
、
絵

本
や
両
親
向
け
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を

配
布
す
る
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」
と

い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。

区
で
は
こ
の
制
度
を
取
り
入
れ
た

足
立
区
版
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」
を
4

月
か
ら
始
め
ま
す
。
区
内
各
保
健

総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
う
乳
幼
児
健
康

診
査
時
に
、
子
ど
も
の
年
齢
ご
と
に

推
薦
図
書
を
ま
と
め
た
冊
子
「
子
ど

も
の
本
の
宝
袙
」を
紹
介
し
、希
望

の
方
に
は
区
内
各
図
書
館
で
無
料
で

差
し
上
げ
ま
す
。ぜ
ひ
、ご
活
用
く

だ
さ
い
。問
先
=
中
央
図
書
館
児

童
係

　
(
5
8
1
3
)
3
7
4
5
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く
ら
し
の
情
報

保
育
料
徴
収
嘱
託
員
(

非
常
勤
職
員
)
募
集

対
象
U
昭
和
1
6
年
4
月
2
日
～
4
5
年

4
月
1
日
生
ま
れ
で
、債
権
回
収
に

意
欲
の
あ
る
方
内
容
=
保
育
料
滞

納
者
へ
の
催
促
お
よ
び
徴
収
勤
務

条
件
1
1
週
3
0
時
間
(
土
・
日
曜
日
、

夜
間
勤
務
が
可
能
な
方
)
定
員
-

―
人
報
酬
1
月
額
1
7
万
8
千
円

(
賞
与
な
し
)
採
用
予
定
=
5
月

1
日
雇
用
期
間
U
1
年
(
成
績
を

考
慮
の
う
え
更
新
可
)
面
接
日

(
予
定
)
1
4
月
1
7
日
(
書
類
選
考

合
格
者
の
み
通
知
)
申
込
-
履
歴

書
(
自
筆
・
写
真
添
付
)
・
作
文

(
「訪
問
徴
収
の
心
構
え
」を
市
販
の

原
稿
用
紙
で
魴
字
程
度
)
を
郵
送
ま

た
は
持
参
※
申
し
込
み
書
類
は
返

却
し
ま
せ
ん
期
限
1
4
月
6
日
必

着
申
・
問
先
=
児
童
調
整
係
〒

a
・
8
5
1
0
中
央
本
町
1
-
1
7

1

　
(
3
8
8
0
)
5
8
7
(
/
)

新
し
い
国
民
健
康
保
険
証
・

特
定
疾
病
療
養
受
療
証

4
月
1
日
か
ら
使
用
で
き
る
新
し

い
保
険
証
・
受
療
証
を
3
月
s
日
に

郵
送
し
ま
す
。
病
院
や
診
療
所
な
ど

で
受
診
す
る
と
き
は
、
必
ず
新
し
い

も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

新

し
い
保
険
証
=
▽
一
般
被
保
険
者
証

…
さ
く
ら
色

▽
退
職
被
保
険
者
証

・
:水
色

▽
特
定
疾
病
療
養
受
療
証

・
:白
色

□
内
容
を
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い

住
所
、
氏
名
な
ど
に
誤
り
が
あ
っ

た
り
、4
月
に
な
っ
て
も
保
険
証
・

受
療
証
が
届
か
な
い
と
き
は
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

※
期
限
の
切
れ
た

保
険
証
・
受
療
証
は
国
民
健
康
保
険

課
ま
た
は
区
民
事
務
所
に
お
返
し
く

だ
さ
い
(
郵
送
可
)

問
先
=
▽
保
険
証
…
資
格
賦
課
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
0

▽
受
療
証
…
保
険
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
1

国
保
も
う
1
枚
の
保
険
証
　

(
学
)
・
(
遠
)
の
保
険
証

家
族
の
一
部
が
住
ま
い
を
離
れ
る

と
き
、
国
民
健
康
保
険
証
を
家
族
と

わ
け
て
別
に
お
渡
し
で
き
ま
す

。

▽
(
学
)
(
学
生
用
)
の
保
険
証
・
:
お
子

さ
ん
な
ど
が
区
外
に
居
住
し
て
就
学

す
る
と
き
、
世
帯
主
が
そ
の
方
の
生

活
費
な
ど
を
援
助
し
て
い
る
場
合

▽
(
遠
)
(
遠
隔
地
用
)
の
保
険
証
・
:
家

族
が
旅
行
・
出
張
な
ど
で
1
ヵ
月
以

上
、2
3区
外
に
離
れ
る
と
き
や
、
足

立
区
外
の
施
設
に
入
所
す
る
場
合

※
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

申
・
問
先
―
資
格
賦
課
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
0

4
月
は
支
払
い
月
で
す

老
齢
福
祉
年
金

老
齢
福
祉
年
金
(
明
治
4
4年
4
月
1

日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
)
を
受
給

し
て
い
る
方
は
、
4
月
1
1日
か
ら
指

定
の
郵
便
局
で
年
金
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。な
お
4
月
は
老
齢

福
祉
年
金
証
書
(
手
帳
)
を
国
民
年

金
課
給
付
係
へ
提
出
の
時
期
で
す
。

年
金
を
お
受
け
取
り
後
、至
急
返
送

し
て
く
だ
さ
い
。郵
便
局
に
持
参

す
る
も
の
1
年
金
手
帳
(
緑
色
の
手

帳
)
。‘
印
鑑
(
代
理
人
の
場
合
は
代

理
人
の
印
鑑
も
持
参
)
問
先
=
国

民
年
金
課
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
8
4
9

国
民
年
金
の
加
入
期
間
が

終
了
さ
れ
る
方
へ

6
0歳
に
到
達
す
る
前
月
に
、
現
在

加
入
の
方
お
よ
び
以
前
に
加
入
さ
れ

た
方
へ
加
入
期
間
終
了
の
通
知
を
郵

送
し
て
い
ま
す

。
ご
不
明
な
点
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
先
―

国
民
年
金
課
適
用
係

(
3
8
8
0
)
5
8
4
2

。″

4
月
の
国
民
年
金
相
談

日
時
=
▽
4
月
2
4
H
㈹
・
2
5
凵
團
・

2
6日
團
、
午
前
1
0時
～
午
後
3
時

▽
4
月
s
日
啝
、午
後
5
時
～
7
時

3
0分

※
足
立
社
会
保
険
事
務
所
の

年
金
担
当
も
参
加

場
・
問
先
U
国

民
年
金
課
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
8
5
2

国
民
年
金
納
付
書
を

送
付
し
ま
す

1
3年
度
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

書
(
前
期
分
)
を
4
月
上
旬
に
送
付

し
ま
す
。
つ
づ
ら
れ
て
い
る
も
の
は

切
り
離
さ
ず
(
1
枚
目
の
裏
側
が
領

収
書
で
す
)
、
そ
の
ま
ま
金
融
機
関

や
国
民
年
金
課
、
区
民
事
務
所
の
窓

口
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
ま
た
お
得

な
前
納
割
引
き
制
度
も
あ
り
ま
す

。

※
1
3年
度
国
民
年
金
保
険
料
の
計
算

に
用
い
る
利
率
が
引
き
下
げ
ら
れ
、

割
引
き
額
は
表
―
の
と
お
り
で
す

問
先
=
国
民
年
金
課
保
険
料
係

(
3
8
8
0
)
5
8
4
4

図
書
館
臨
時
休
館

▽
竹
の
塚
・
や
よ
い
・
保
塚
・
新

田
・
中
央
図
書
館
・
:
4
月
9
日
側

▽
佐
野
図
書
館
・
:
4
月
1
5日
面

▽

東
和
・
舎
人
・
江
北
・
梅
田
・
伊

興
・
興
本
図
書
館
…
4
月
1
6日
面

▽
鹿
浜
・
花
畑
図
書
館
・
:
4月
2
2日

聞

問
先
―
中
央
図
書
館
管
理
調
整

係

　
(
5
8
1
3
)
3
7
4
9

ご
存
じ
で
す
か

沿
道
地
区
計
画
制
度

沿
道
地
区
計
画
の
区
域
内
(
国
道
4

号
線
の
荒
川
以
北
お
よ
び
環
状
7

号
線
沿
道
の
お
お
む
ね
3
0
m
)
で

、

次
に
該
当
す
る
場
合
、
建
築
確
認
申

請
と
は
別
に
当
該
行
為
の
着
手
3
0日

前
ま
で
に
届
け
出
が
必
要
で
す

。

▽
土
地
の
区
画
形
質
の
変
更

▽
建

築
物
の
新
築
、
改
築
ま
た
は
増
築

▽
建
築
物
の
用
途
、
形
態
ま
た
は
意

匠
の
変
更

沿
道
地
区
計
画
に
伴
丿
条
例
施
行

前
に
建
築
さ
れ
た
住
宅
な
ど
は
、居

室
(
沿
道
の
概
ね
2
0
m
の
区
域
内
)

に
対
す
る
防
音
工
事
費
の
一
部
助
成

制
度
が
あ
り
ま
す
。ま
た
騒
音
が
背

後
へ
通
り
抜
け
な
い
よ
う
な
建
物

(
緩
衝
建
築
物
)
に
す
る
た
め
の
建

築
費
等
を
一
部
助
成
す
る
制
度
も
あ

り
ま
す
。ぜ
ひ
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
先
=
建
築
防
災
担
当

表1　 国民年金保険料前納割引き額

※ 月額保険料は12年度と同額( 定額13, 300円)

区
長
へ
の

手
紙
か
ら

区
長
へ
寄
せ
ら
れ
た
フ
ァ
ク
ス
・

手
紙
な
ど
に
対
す
る
区
長
か
ら
の

返
信

□
公
共
施
設
の
分
煙
を
進
め
て

区
の
庁
舎
は
分
煙
化
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
ほ
か
の
公
共
施
設
で
も
分
煙

を
進
め
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

□
区
長
か
ら
の
返
信

喫
煙
に
関
し
て
は
最
近
、
皆
様
の

関
心
が
高
く
、
よ
く
咄
便
り
を
頂
戴

し
ま
す
。
た
ば
こ
は
嗜
好
品
と
し
て

愛
好
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
喫
煙
が

生
活
習
慣
病
の
要
因
の
一
つ
と
な
る

こ
と
が
解
明
さ
れ
て
か
ら
、
た
ぱ
こ

の
煙
に
よ
る
周
囲
へ
の
影
響
を
な
る

べ
く
少
な
く
す
る
分
煙
化
が
叫
ば
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。以
来
、
飛

行
機
や
列
車
で
の
分
煙
は
、
か
な
り

進
ん
で
き
て
い
ま
す
。

国
は
、た
ば
こ
対
策
の
基
本
と
し

て
、
未
成
年
者
な
ど
の
喫
煙
を
予
防

す
る
「
防
煙
対
策
」、
た
ば
こ
を
吸

わ
な
い
人
の
受
動
喫
煙
の
機
会
を
少

な
く
す
る
「
分
煙
対
策
」、
た
ば
こ

を
や
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
大
へ
の

「
禁
煙
サ
ポ
ー
ト
」
の
3
本
柱
を
立

て
、推
進
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

足
立
区
で
は
、
昭
和
6
1
年
開
設
の

庁
舎
北
館
を
分
煙
施
設
と
し
て
以

来
、
順
次
改
善
し
今
年
1
月
の
調
査

で
は
、
学
校
も
含
め
た
区
立
施
設
屁

ヵ
所
の
う
ち
、
一
部
し
か
分
煙
さ
れ

て
い
な
い
の
が
s
ヵ
所
、
ま
っ
た
く

分
煙
さ
れ
て
い
な
い
の
が
1
4ヵ
所
で

し
た
。
し
か
し
、
例
え
ば
学
校
で
、

教
室
な
ど
は
禁
煙
に
な
っ
て
い
る
も

の
の
、
生
徒
の
出
入
り
す
る
職
員
室

が
分
煙
化
さ
れ
て
い
な
い
所
が
あ
っ

た
り
、
区
民
事
務
所
で
、
応
接
室
が

分
煙
化
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
の
問
題

点
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
ほ
ど
、「
区
立
施

設
分
煙
化
計
画
」
を
ま
と
め
、
今
後
3

年
間
で
、
区
立
施
設
の
沺
%
の
分

煙
化
を
は
か
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

ブ
ロ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
や
区
民
ホ
ー

ル
、
老
人
館
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
保
養

所
な
ど
多
く
の
方
が
利
用
す
る
施
設

で
は
、
区
民
の
皆
様
の
ご
理
解
・
ご

協
力
な
し
に
は
、
こ
れ
を
達
成
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

た
ば
こ
を
吸
ケ
方
も
吸
わ
な
い
方

も
、
互
い
に
気
持
ち
よ
く
施
設
を
利

用
で
き
る
よ
う
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

ご
協
力
の
ほ
ど
、
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

区
長
　
鈴
木
恒
年

ひ
ろ

ば

区
民
の
皆
さ
ん
が
主
催
す
る
事
業

で
す
。掲
祓
の
内
容
は
当
事
者
問
で
。

=
催
し
物
=

★
太
極
拳
講
習
会
3

月
3
1日
出
、

午
後
3
時
4
0分
I
5
時
4
0分

梅
Ⅲ

セ
ン
タ
ー
。
入
門
太
極
拳
、
割
式
太

極
拳
の
講
習
な
ど
/
無
料

厶
四
村

(
3
8
4
0
)
1
2
5
0

=
会
員
募
集
=

★
エ
ア
ロ
・
エ
ン
ジ
ェ
ル
(
エ
ア
ロ

ビ
ク
ス
)
毎
月
第
2
・
4
水
曜
日
、

午
前
1
0
時
～
正
午
ノ
エ
ル
ー
ソ
フ
ィ

ア
ほ
か
/
月
額
千
伽
円
y
y多
島

(
3
8
5
2
)
1
7
3
1

★
足
立
太
極
拳
ク
ラ
ブ
　
毎
週
土
曜

日
、
午
前
1
0時
～
正
午
ノ
中
皿
(本
町

セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
入
会
金
3
千
円
、

月
額
3
千
円
/
小
林

(
3
8
5
9
)
6
7
4
9

★
キ
ル
ト
フ
レ
ン
ド
(
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
)

毎
月
第
1
・
3
金
曜
日
、
午

後
2
時
～
4
時
/
保
塚
セ
ン
タ
ー
ほ

か
/
月
額
2
千
沺
円
/
小
田

(
3
8
8
3
)
9
3
1
9

★
子
ど
も
と
英
語
で
遊
ぶ
会
　
毎
月

第
1
・
3
火
曜
日
、午
後
o
時
3
0
分

～
1
時
3
0
分
/
江
北
1
1
1
4
1
1
0
-

莇
/
1
～
4
歳
の
子
ど
も
と
そ
の
親

が
対
象
/
月
額
4
千
円
ノ
石
黒

(
3
8
9
0
)
7
7
1
4

★
茶
和
会
(
茶
道
)
　
月
3
回
月
畷

日
、
午
後
7
時
～
9
時
ノ
エ
ル
ー
ソ

フ
ィ
ア
ほ
か
/
月
額
4
千
円
/
熊
谷

(
3
8
8
5
)
2
8
8
9

★
木
陽
会
(
洋
画
)
　
月
2
回
土
曜

日
、午
後
1
時
～
4
時
/
エ
ル
ー
ソ

フ
ィ
ア
ほ
か
/
y入
会
金
3
千
円
、
月

額
3
千
円
/
大
沢

(
3
8
8
9
)
2
9
9
6

★
棋
好
会
(
将
棋
)
　
毎
週
土
曜
日
、

午
後
6
時
～
9
時
と
毎
月
第
4
日
曜

日
午
前
9
時
～
午
後
5
時
。
佐
野
セ

ン
タ
ー
ほ
か
∠
3
ヵ
月
千
円
'
見
学

の
み
も
可
/
進
藤

(
3
6
0
6
)
4
4
5
7

★
サ
ッ
ト
サ
ン
ガ
(
ヨ
ガ
・
真
向
法

・
体
操
)
毎
週
木
曜
日
、
午
前
1
0

時
3
0
分～
午
後
o
時
1
5
分
厂
青
年
セ

ン
タ
ー
ほ
か
ノ
月
額
3
千
円

。大
橋

(
3
8
8
3
)
1
9
2
6

★
創
美
会
(
水
墨
画
)
　
毎
月
第
2

・
4
火
曜
日
、午
後
1
時
3
0
分
～
3

時
3
0分
サ
エ
ル
ーソ
フ
ィ
ア
ほ
か

3
ヵ
月
5
f
円

。
佐
藤

(
3
8
8
4
)
1
8
0
8

★
華
鼓
会
(
カ
ラ
オ
ケ
)
　
毎
月
第

2
・
4
木
曜
日
、午
後
7
時
～
9
時

ノ
保
塚
セ
ン
タ
ー
ほ
か
ブ
入
会
金
千

円
、
月
額
2
千
円
/
北
島

(
3
6
0
5
)
9
4
1
2

★
い
き
い
き
ジ
ャ
ズ
・
リ
ズ
ム
体
操
　

毎
週
木
曜
日
、午
後
7
時
1
5
分
I
8

時
3
0
分
/
千
寿
桜
小
学
校
ほ
か
、
j
入

会
金
千
円
、I
回
沺
円

※
6
0歳
以

上
入
会
金
免
除
/
中
村

(
3
8
8
8
)
6
7
2
7

★
関
原
会
(
太
極
拳
)
　
毎
週
火
曜

日
、午
後
7
時
～
9
時
/
関
原
ふ
れ

あ
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/

入
会
金
千
円
、
月
額
3
千
円
ノ
高

岡

　
(
3
8
5
2
)
0
8
3
2

★
あ
め
ん
ぼ
(
朗
読
)
　
毎
月
第
2

・
4
火
曜
日
、午
後
2
時
～
4
時
/

舎
人
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
入
会
金
千

円
、
月
額
2
千
円
/
馬
場

(
5
6
9
1
)
6
1
7
7

★
編
み
物
同
好
会
(
手
編
み
)
　
毎

月
第
2
・
4
木
曜
日
、午
後
6
時
3
0

分
～
8
時
3
0
分
/
竹
の
塚
セ
ン
タ
ー

ほ
か
/
月
額
2
千
円
/
野
村

(
3
8
8
3
)
5
3
5
`
/
』

★
お
と
と
の
会
(
魚
料
理
)
　
毎
月

第
3
金
曜
日
、午
後
6
時
3
0
分
～
9

時
/
青
年
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
入
会
金

千
円
、
月
額
千
5
0
0円/
山
川

(
3
8
5
8
)
3
2
5
3

※
こ
れ
か
ら
「
ひ
ろ
ぱ
」
(有
料
)
の

申
込
期
限
は

。
掲
載
希
望
月
前
月
の
1
5

日
で
す

。
く
わ
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
(
4
月
2
5日
号
掲
載

分
は
締
め
切
り
ま
し
た
)

問
先
―

広
報
係

(
3
8
8
0
)
5
8
1
″
`
″
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4
月
か
ら
利
用
時
間
や

休
館
日
な
ど
が
変
わ
り
ま
す

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

4
月
か
ら
開
館
時
間
を
延
長
し
、

事
業
内
容
も
I
新
し
ま
す
。開
館

時
間
=
午
前
9
時
～
午
後
5
時
事

業
内
容
I
表
―

奈
月
曜
・
祝
日
休
館

□
記
念
イ
ベ
ン
ト

日
時
=
4
月
1
日
㈲
、午
前
9
時
～

午
後
4
時
内
容
=
リ
サ
イ
ク
ル
ク

イ
ズ
(
賞
品
U
リ
サ
イ
ク
ル
自
転

車
・
買
い
物
用
バ
ッ
グ
等
)
/
リ
サ

イ
ク
ル
教
室
体
験
コ
ー
ナ
ー
/
花
の

販
売
な
ど

問
先
―
あ
だ
ち
再
生
館

(
3
8
8
0
)
9
8
0
0

あ だ ち 再 生 館 が

再 生 し ま す

表1　あだち再生館事業内容

※ 「まだ使えます展示コーナー」「再生館ショップ」は午前10時～午後4時

青少年センター
オープン

青
年
セ
ン
タ
ー
が
4

月
1
日
か
ら
「
足
立
区

青
少
年
セ
ン
タ
ー
」
と

し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま

す
。こ

れ
か
ら
は
、
新
た

に
青
少
年
団
体
お
よ
び

青
少
年
育
成
団
体
の
活

動
の
場
と
し
て
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
青
少
年
を
対
象
に
健
全

な
育
成
を
目
的
と
し
た
事
業
を
、
総

合
的
に
展
開
し
て
い
ぐ
施
設
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

休
館
日
―
毎

週
月
曜
日

問
先
―
青
少
年
セ
ン
タ

ー

　
(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

次
の
施
設
に

休
館
日
を
設
け
ま
す

利
用
者
の
少
な
い
日
な
ど
を
休
館

に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
空
調
設
備
等

に
か
か
る
コ
ス
ト
の
削
減
や
施
設
の

延
命
を
は
か
る
た
め
、
次
の
施
設
に

休
館
日
を
設
け
ま
す
。

▽
ベ
ル
モ
ン
ト
公
園
・
陳
列
館
(
梅

島
1
1
3
3
1
7
・
2
1
1
7
1
-
2
)

毎
週
月
～
金
曜
日
お
よ
び
年
末
年
始

休
館
(
土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
み
開

館
)

問
先
―
公
園
管
理
係

(
3
8
8
0
)
5
9
1
R
w

▽
花
畑
記
念
庭
園
・
桜
花
亭
(
花
畑
4
1
4
0
1
1
)

※
5
月
1
日
か
ら

毎
週
月
曜
日
お
よ
び
年
末
年
始
休
館

問
先
―
公
園
管
理
係

(
3
8
8
0
)
5
9
1
8

▽
伊
興
遺
跡
公
園
・
展
示
館
(
束
伊

興
町
1
3
1
1
)

毎
週
月
・
土
曜
日
お
よ
び
年
末
年
始

休
館
※
た
だ
し
遺
跡
公
園
は
年
末

年
始
を
除
き
利
用
で
き
ま
す
時

間
=
午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
問

先
=
郷
土
博
物
館(

3
6
2
0
)
9
3
9
3

西新井区民ギャラリーでの出張相談

相談の場所が変わり ます
西新井区民ギャラリーで行ってい た各種出張相談が、4 月

から表2 の場所に変わります。お 間違 えのないようご注 意く
ださい。

表2　4 月からの相談場所

※ 高年齢者の就業相談( シルバー人材センター/ 東京都日暮里高年齢者就業相談
所) の出張相談は4月からは行いません

フ ァ ク ス ・ 音 声 情 報 サ ー ビ ス

はるかぜ時刻表が取り出せます　コード　1537
専 用電 話3889- 3399

あだちカレンダー　4月

☆印のついたものは、今号に記事が掲載されています

「 あだち広報」は毎 月10日( 新聞折り込 み) と25 日( 各戸 配布) に発行し て
い ます。区民事 務所 や駅の広報スタンド にも 置いてあり ますので 、ご利用く
ださ い。

学びの情報をキャッチ! 　午前9時～午後8時

生涯学習情報ダイヤル　　5813- 3736
ht t p: / /www. ci t y. adachi . t okyo. j p/manabi / i nf o/
あな た の探 す講座 やイ ベン トを 、区内 情 報を中 心 に 、い つ 、どこ で開 催さ れる か をご 案内し ます

古紙配合率70%再生紙を使用しています A. K　281, 500


